
１．富山市の都市特性 ①薄く広い低密度な市街地
②自動車交通への高い依存度
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1.73（台）／１世帯当たり

全国第2位（自動車検査協会発表：平成
17年3月末現在）

71.7％

全国第1位（「道路統計年報」国土交通
省：平成16年4月1日現在）

72.2％

富山県の乗用車保有状況

富山県の道路整備率

富山高岡広域都市圏の自動車分担率

（第3回パーソントリップ調査：平成11年）

・旧富山市のＤＩＤ人口密度 41.2人/ha

・全国の県庁所在都市の中で最下位

■人口集中地区(ＤＩＤ）の面積と人口密度の推移

出典；国勢調査

富山市が取り組むコンパクトなまちづくり
富山市長 森 雅 志
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２． 市街地の状況

富山市は、平坦な地形であること、自動車依存や持ち家
志向が高いことなどを背景として、市街地が拡大し続けた
結果、市街地の人口密度が県庁所在都市の中で最下位
に位置するなど、薄く拡がった市街地を形成している。
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３．市街地の人口密度と都市施設の維持費用
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住民一人当たりの負担額推
計値（住民が均しく負担す
ると仮定）

人口密度と住民一人当たりに要する維
持・更新費用（住民が享受する維持・
更新サービスに要する費用）の関係曲
線

概ね40人/haで負担
と受益が一致

注） ここで、取り上げた都市施設の維持とは除雪、道路清掃、街区公園管理、下水道管渠管理。

市街地の人口密度と都市施設の維持費用の関係
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４．ホームヘルパー派遣時間に占める移動時間の割合
高齢者密度と一世帯当たりのホームヘルパー派遣時間に占める

移動時間の割合の関係

出典：（社）富山市社会福祉協議会ヒアリングより
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５．富山市が抱える課題とまちづくりの基本方針

①自動車が自由に使えない人にとっては、暮らしづらく不便
②都市の管理に要する行政コストが高い
③中心市街地の空洞化によって都市全体の活力が喪失
④今後さらに人口は減少し、市街地の低密度化が進行する恐れ
⑤高齢化が進み自動車社会での交通弱者が増加

鉄軌道をはじめとする公共交通を活性化させ、その沿線に居住、商業、業務、
文化等の都市の諸機能を集積させることにより、公共交通を軸とした拠点集中
型のコンパクトなまちづくりを目指す
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６．ＪＲ富山港線路面電車化事業の背景と経緯
６－１．ＪＲ富山港線の概要
平成１８年２月末に廃止となったＪＲ富山港線は、富山駅～岩瀬浜駅間の延長
8.0kmの単線電化路線であった。
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６－２．北陸新幹線建設に伴う併行在来線の高架化

富
山
駅

北陸新幹線

並行在来線
（北陸本線）

富山港線

連
続
立
体
交
差
事
業

平成13年度に北陸新幹線が富山駅まで事業認可され、新幹線は富山
駅の南側に１層高架で入り、その予定地を確保するために在来線（富山
港線を含む）は北側に移設されることが決まった。さらに平成15年度に富
山駅周辺地区が連続立体交差事業の調査採択を受けたことにより在来
線の高架化が決定した。
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６－３．富山港線路面電車化の選択

富山港線

高架化による存続 路面電車化による存続 その他の方策

選 択

利用者の減少→富山港線存続が危ぶまれる状況

平成12年度 ： 「富山市公共交通活性化計画」

（富山港線と市内軌道の直通化提言）

平成13年度 ： 北陸新幹線が富山駅まで事業認可

平成15年度 ： 富山駅周辺連続立体交差調査採択

（在来線の高架化）
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７－１．線路の一部移設
（併用軌道化）

■道路併用軌道（富山駅北交差点付近）

７．計画の概要
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路面電車化に合せ、列車本数の増便、始発・終電の改善を行い、
利用客の利便性を高める。

７－２．運行サービスの向上
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併用軌道部では、騒音と振動の低減を図るため「樹脂固定軌道」を、
そのうちの一部区間には景観に配慮した「芝生軌道」を採用。

７－３．樹脂固定軌道と芝生軌道の導入

■樹脂固定による制振軌道 ■芝生軌道
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車両、電停、ＩＣカード、シンボルマークなどのデザインを総合的に行った。

７－４．トータルデザイン
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運賃収受時における利
用者の利便性や、乗降時
間の短縮、鉄道事業者相
互の連携等を配慮し、新
しくＩＣカードシステムを導
入。



７－５．沿線のまちづくり
{全体計画}
①駅アクセスの改善
・駅前広場の整備
・フィーダーバスの導入
・自転車駐輪場の整備
・アクセス道路の整備

②駅周辺の住宅促進
・高齢者優良賃貸住宅の促進
・土地区画整理事業の推進
・一般住宅建設の促進

③魅力あるまちづくり促進
・散策路の整備
・古い街並みの保存・活用
・休憩施設整備
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８．事業の概要

８－１．公設民営の考え方と富山ライトレール㈱の設立

①公設民営の考え方

■公共（富山市）

■事業者（富山ライトレール）

施設の建設費・維持管理費を負担

運賃収入で運営

②富山ライトレール㈱の設立

■設 立 平成１６年４月２１日

■資本金 ４９８百万円

■出 資 富山市 １６５百万円

富山県 ８０百万円

民間企業等（県内企業等15社） ２５３百万円
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８－２．事業費の構成

路面電車走行空間の道路整備

建設費 約５８億円

事業主体 公共（富山市）

事業費 約８億円
街路事業

軌道、電気・信号、車両基地等の
整備、車両の購入

事業主体 富山ライトレール㈱

事業費 約５０億円

連立事業からの負担金 約３３億円

ＬＲＴシステム整備費補助 約７億円
幹線鉄道等活性化事業 ０．２億円

事業者負担 １０億円

事業者負担に対して市が単独助成
（約１３億円）

■関連事業 街路拡幅と駅前広場、駐輪場の整備 事業主体：富山市
（街路事業、まちづくり交付金等の活用）
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８－３．ＪＲ富山港線の資産の取得

ＪＲ富山港線の資産については、市がＪＲから簿価で取得し、さらに富山
ライトレールが必要な部分を市から時価で取得。
ＪＲからの寄付によって、富山港線整備に関する市の実質的な負担は、
１０億円軽減。

寄付
約１３．９億円
（まちづくり協力金）

補助
約１２億円
（時価相当額）

富山市
取得価額
約３．９億円
（簿価）

ＪＲ 富山ライトレール
取得価額
約１２億円
（時価）
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８－４．基金の設置

富山港線路面電車化事業への助成のための財源として、「富山港線
路面電車事業助成基金を設置し、寄付金を広く市民や企業等に呼び
かけ、基金に積み立てることとしている。

基金の現在高（千円）

当初 １００，０００
寄付金、基金運用益 ５７，０００
県からの補助金 ７０，０００

富山ライトレール㈱出資金からの振替 ３５，０００

２６２，０００千円
（平成１８年３月末時点）
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８－５．市民、地元企業からのサポート

各電停に設置されるベンチの
記念寄付を市民や企業から募り、
寄付者の記念メッセージ付き記
念プレートをベンチに設置した。
（ベンチ１基５万円×１６８基）

各電停に設けた「電停個性化
スペース」に対して、市内１６社
がスポンサーとなった。
また、市内２８社がスポンサー
となり電停に広告を掲示。

■記念プレート及びベンチ

電停個性化スペース 広告スペース

新駅について命名権（ネーミン
グライツ）を販売。 ２駅が市内２
企業によって命名された。
（１，５００万円／駅）
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９．ポートラムの利用者数
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・１日あたりの利用者数（４月２９日～５月３１日の平均）
平日４，９８９人/日、土休日７，７４０人/日
・開業前（１７年１０月）の調査 ２，２６６人（平日）

-19-



10．公共交通活性化による
コンパクトなまちづくり構想
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11．市内電車環状線化計画イメージ図
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通年観光の実現
おわらの里八尾

歴史探訪、レクリ
エーション拠点

駅周辺市街地の
利用促進

区間 富山駅～猪谷駅

距離 ３６．６km

動力 非電化

線路 単線

■高山本線の概要

ＪＲ高山本線は、旧５市町村を結ぶ新市
の南北公共交通軸

しかし、利用者の減少とともに、運行頻
度の低下により市民の足として十分活用
されていない

ＪＲ高山本線の活性化と駅を拠点とした
まちづくりが必要

■ＪＲ高山本線活性化社会実験
・運行本数の増便
・フィーダーバス、Ｐ＆Ｒ等の実施
・利用促進（イベント等）
■沿線まちづくり
・道路等の生活基盤施設整備
・観光、レクレーション拠点整備
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12.ＪＲ高山本線活性化社会実験と沿線のまちづくり
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13.「おでかけバス」について
(１)目的 路線バスの利用促進による中心市街地への

来街者の増加を図るとともに、高齢者の足を
確保し社会参加を促すことで、中心市街地の
活性化に寄与することを目的とする

(２)申込者数
・平成１８年５月末現在で、１８，８９６人
要介護者を除く満６５歳以上人口７７，１０１人
に対する申込者率 ２４．５％

・ 二次交通活性化プロジェクトに認定（H16．8.27：国土交通省北陸信越運輸局）

(３)利用者数 （単位：人）

内 訳 利用者数 １日平均 平日平均 休日平均

平成17年度利用者 393,927 1,079 1,246 734

平成18年4月（30日） 38,912 1,297 1,511 870

平成18年5月（31日） 39,676 1,288 1,514 859

計（61日） 78,588 1,288 1,514 859
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(４)協賛企画について
中央通り商店街（３０店舗）、総曲輪商店街（１２店舗）、西町商店街（１２店舗）を

はじめ、百貨店、ホテル、美容店など協賛店７７店舗において、「おでかけ定期券」利用
者への各種優待サービスを実施されておられます。
市では、「おでかけバス」事業を通じて、中心市街地の賑わいの創出を図るため、商業

者の皆さんと一体となり中心市街地の活性化に取り組んでまいりたいと考えております。
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14.高齢者運転免許自主返納支援事業

◆趣 旨 運転に不安を持つ高齢者に、

代わりの移動手段となる公共

交通機関の乗車券等を助成し、

免許を返納しやすい環境をつく

り、交通事故の減少を目指す

◆対 象 者 有効期間内の全ての運転免許を

自主返納する６５歳以上の市民
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◆支援内容
○公共交通機関乗車券（約２万円相当）

(1) 市電・バス共通乗車券
(2) 富山ライトレールＩＣ乗車券
(3) ＪＲオレンジカード
○身分証明書取得費
住民基本台帳カード等

◆申請状況（６月１２日現在）
１４５人（男９０人、女５５人）
共通乗車券１０９人、オレンジカード２１人
ライトレール１５人
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15. まちなか居住推進事業の概要

{対象区域}

まちなか居住推進事業の補助対
象区域は「都心地区」とします。

「都心地区」は、
東側 しののめ通り
南側 あざみ通り
西側 けやき通り
北側 JR北陸本線

いたち川
ブールバール
富岩運河還水公園

で囲まれる約436haの地区です。

市役所県庁

南部中学校

市内電車
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富山市富山市（（1010××10km10km））

→東
※日本政策投資銀行の作成資料（国勢調査）による。

夜間人口
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事業者向け支援（補助）

（１）富山市まちなか共同住宅建設促進事業

概 要 ： まちなか住宅・居住環境指針に適合する共同住宅を建設され
る方に補助します。

要 件 ： ◎まちなか住宅・居住環境指針に

適合すること
◎敷地面積２００㎡以上
◎住戸数４戸以上
◎住戸専用面積５５㎡以上

（単身型は３７㎡以上）
◎単身者型の住戸数は、

全戸数の１／３以下
◎緑化面積５％以上、

公開空地面積１０％以上

補助額： １００万円／戸
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事業者向け支援（補助）

（２）富山市まちなか優良賃貸住宅補助事業

概 要 ： 国の制度である高齢者向け優良賃貸住宅・特定優良賃貸住宅
で、まちなか住宅・居住環境指針に適合するものについて建設
費の上乗せ補助をします。

要 件 ： ◎まちなか住宅・居住環境指針に適合すること
◎敷地面積 高優賃は３００㎡以上、特優賃は２００㎡以上
◎住戸数 高優賃は５戸以上、特優賃は１０戸以上
◎住戸専用面積 高優賃は３７㎡以上、特優賃は５５㎡以上
◎緑化面積５％以上、

公開空地面積１０％以上
◎地上階数２以上の場合は、

エレベーターの設置

上乗せ

補助額： ５０万円／戸
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事業者向け支援（補助）

（３）富山市まちなか住宅転用支援事業

概 要 ： 遊休化した業務や商業ビルなどを改修して、まちなか住宅・居
住環境指針に適合する共同住宅に転用される方に補助します。

要 件 ： ◎まちなか住宅・居住環境指針に適合すること
◎事務所等の用途から住宅転用したものであること
◎昭和５６年６月１日以降の建築確認を受けた建築物
◎住戸数４戸以上
◎住戸専用面積５５㎡以上

（単身型は３７㎡以上）
◎単身者型の住戸数は全戸数の

１／３以下
◎緑化面積５％以上、

公開空地面積１０％以上

補助額： １００万円／戸
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事業者向け支援（補助）

（４）富山市まちなか住宅併設店舗等整備支援事業

概 要 ： まちなか住宅・居住環境指針に適合する共同住宅を建設する
際に、低層階に店舗、医療・福祉施設等を併設して建設される
方に補助します。

補助額： ２万円／㎡
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市民向け支援（補助）

（５）富山市まちなか住宅取得支援事業

概 要 ： まちなかで一定水準以上の一戸建て住宅を建設又は購入され
る方に補助します。
一定水準以上の分譲型住宅を取得される方に補助します。

要 件 ： ◎一戸建て住宅の建設又は購入の場合
・延べ面積７２㎡以上、緑化面積５％以上
◎分譲型共同住宅の購入の場合
・住戸専用面積５５㎡以上
・まちなか居住環境指針の

高さ指針に適合する共同住宅

補助額： 金融機関からの借入額の３％

補助限
度額： ５０万円／戸（限度額）
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市民向け支援（補助）

（６）富山市まちなか住宅家賃助成事業

概 要 ： まちなか以外からまちなかの賃貸住宅へ転居される世帯に、家
賃を助成します。

要 件 ： ◎住戸面積３７㎡以上（ただし学生の場合は２５㎡以上）
◎世帯の所得月額４４５千円以下（全世帯の上位３５％の所得
階層は助成の対象外）

補助額： 〔家賃〕－〔住宅手当〕（ただし限度額１万円）

補助限
度額 ：

１万円／月（限度額）３年間
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ディスポーザー排水処理システムに対する支援（補助）

（７）富山市まちなかディスポーザー排水処理システム整備事業

概 要 「富山市まちなか居住推進事業」の事業計画の認定を受けて整
備される共同住宅や戸建て住宅に、設置されるディスポーザー
排水処理システムの整備費の一部を補助するもの。

要 件 旧建設大臣が認定、または、日本下水道協会が定めた性能基
準に合致したディスポーザー排水処理システム

補助額 ・１戸あたり５万円

補助限
度額

・２５０万円
（５０戸相当）
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（８）富山市まちなか居住推進事業の実績について

事業名 事業計画認定 補助金交付

共同住宅建設促進事業 １棟（ ４戸） １棟（４戸）

まちなか優良賃貸住宅補助事業

事業者向け

の支援

市民向け

の支援

ディスポーザー排
水処理システムに
対する支援

富山市まちなかディスポーザー排水処理

システム整備支援事業

普及・支援

まちなか住宅取
得支援事業

１棟（３５戸）

まちなか住宅転用支援事業

まちなか住宅併設店舗等整備支援事業

一戸建て住宅 １９戸 ６戸

分譲型住宅 １４戸

まちなか住宅家賃助成事業 ８戸

まちづくり計画策定支援事業

（平成18年6月1日現在）
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(９)持家活用による高齢者のまちなか住み替え支援

１ 事業内容

郊外に居住する高齢者を
まちなかに誘導するため、
持家を行政が借上げ、子育
て世帯等に転貸する。

２ 趣旨

高齢者世帯をまちなかに
誘導することで、福祉サー
ビスの提供コストの低減化
を図り、安心で便利な生活
の場を提供することと、ス
トック活用による住宅の提
供が図れるもの

 

 

 

《制度のイメージ》 

 

 

           まちなか居住 

高齢者世帯が居住 

し所有する家屋       ⑥居住 

                     （②物件情報公開） 

 

                      ④賃貸協議 

（行政が仲介） 

         高齢者世帯                子育て世帯等 

 

             ⑤借上                 ⑥転貸 

     （借上：高齢者世帯→行政）   ①登録   ③申請  （転貸：行政→子育て世帯） 

     （借上料：行政→高齢者世帯）           （転貸料：子育て世帯→行政） 

 

 

                        行 政 
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（１０）都心地区の人口及び世帯数の推移状況
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(11)供給量の目標
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